
2025.8.3.三位一体後第 7主日礼拝（YRCC） 

 聖書箇所:ヨシュア記5章13~15節 
「味方か敵か—神の側に立つとは？」 

【1】 味方か、敵か-「分断の時代」に－ 
・自国ファースト 

―背景に潜む問いかけ 
 
 ・抜き身の剣を手に持った一人の人にヨシュアが発した問い 

―味方か敵か：立場の明確化を要求 
 
【2】神の側に立つということ 
 ・わたしは主の軍の将として来た 
  ―主の軍の将はヨシュア(イスラエル)の味方でも敵でもない 
   
 ・逆に問われたヨシュア 
  ―あなたは神の側に立っているのか？ 
 
 ・主の側に立つとは 
  ―神は人間にとって都合の良い「味方」ではない 
  ―エリコでの勝利の直後、主の信頼を裏切ったイスラエルの子ら(ﾖｼｭｱ 7:1) 

→アイとの戦いで大敗（ﾖｼｭｱ記 7章） 
 
 ・戦いに備えたヨシュア 
 
 
【3】「キリストの平和」を求めよう 
 ・8月目標「キリストの平和」&聖句 

「ユダヤ人もギリシア人もなく、奴隷も自由人もなく、男と女もありません。あ
なたがたはみな、キリスト・イエスにあって一つだからです。」(ｶﾞﾗﾃﾔ 3:28) 

 
 ・「あなたがたはみな、キリスト・イエスにあって一つ」 

―キリストは食文化、人種、身分を超える 
―すべての人が、神の前に罪人であり、ただキリストの十字架によって罪
赦され、義とされ、神の子どもとされるという福音に基づく(ｶﾞﾗﾃﾔ 3:8-14) 

 
 
▶私たちが立つべき場所、それは「神の側」です。私たち一人ひとりにも問われていま
す。「あなたは誰の側に立とうとしていますか？」 
 
 
 


